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火災旋風とは
大地震が発生した後などの大規模な市街地火災、林
野火災などで発生する、竜巻のような現象。ーつだけ
でなく、複数発生することもある

.

1 大規模火災が
発生

f

火災旋風の再現実験を行
う豊橋技術科学大の中村

准教授。空気の流れによ

り、炎の渦ガⅦ'航ほどの高
さに逐した

速い風
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「神岡での基礎科学研究

■

炎を

含むもの

水究直す
翔が下る
太始1也竜
朗ま震巻
)つなの

築斤・

3 風の速度差で渦かでき、
炎を取り込むことで

火災旋風が発生

ーニュートリノと重力波一

東京大宇宙線研究所梶田隆章所長

周囲に火の粉を
まき散らし、

延焼範囲が
急速に広かる

長含町

発生すれは

どこに行くか
分からない

大地震火災旋風の猛威

^

炎を含まない
もの

東京都で大地が起きた
火災の危険性が高い地域

江東区北部や墨田区北部などで
危険性が高くなっている

人か宙を舞うほどの
強風か吹く
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通常の
火災被害を
上回る恐れ

火災旋風が起きたとされる例

1923年関東大震災

26年石油基地火災(米国)

45年原燦投下時の広島

2011年東日本大震災

音と共にう?

◆ 28

景呉

関更大睡災で発生した火災旋風,を描いた版画。

約抑万5000人が死亡した大震災。火災による死

者は約9万2000人に及んだ(東京都復興記念館

所蔵資料)

■

1.

約
卯
年
前
に
首
都
圏
を
襲
っ
た
関
東
大
震
災
で
は
、
大
規
模
火
災
時
に
発
生

よ
う
な
現
象
「
火
災
旋
風
」
が
多
く
の
命
を
奪
っ
た
。
想
定
さ
れ
て
い
る
首
都

ど
で
も
火
災
旋
風
は
起
こ
る
司
能
性
が
あ
り
、
発
生
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
研

(
出

て
い
る
。

火
災
旋
風
は
、
大
規
模
な
市

街
地
火
災
や
林
野
火
災
な
ど
で

起
こ
る
と
さ
れ
る
。
ま
れ
な
現

象
だ
が
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る

と
人
や
物
が
鍾
い
上
が
り
、
火

の
粉
や
落
下
物
を
ま
き
散
ら
し

な
が
ら
進
ん
で
、
火
災
被
害
を

広
げ
る
。
動
く
方
向
は
予
測
不

能
な
た
め
、
い
っ
た
ん
発
生
す

る
と
近
づ
け
ず
消
火
も
で
き
な

関
東
大
震
災
や
原
爆
投
下

、
0

し時
の
広
島
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
で
目
曝
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が

そ
ろ
え
ぱ
起
こ
る
の
か
今
も
詳

し
く
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

火
災
旋
風
は
大
き
く
分
け
る

旨

人
や
物
巻
き
込
ん
で
移
勳

と
、
炎
を
含
ん
で
巨
大
な
火
柱

を
作
る
も
の
と
、
炎
は
含
ま
ず

熱
風
が
土
ぼ
こ
わ
や
煙
を
巻
き

上
げ
て
黒
っ
ぽ
く
見
え
る
も
の

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

豊
橋
技
術
科
学
大
(
愛
知
県
)

の
中
村
苗
涯
教
奨
燃
焼
学
)

が
研
究
し
て
い
る
の
は
、
炎

含
む
方
の
火
災
旋
風
だ
。
中
村

准
教
授
ら
は
、
L
字
形
の
容
器

に
燃
え
や
す
い
エ
タ
ノ
ー
ル
を

入
れ
、
弱
い
風
を
吹
き
つ
け
な

が
ら
火
を
付
け
る
と
、
炎
の
渦

が
で
き
て
火
柱
が
で
き
る
こ
と

を
実
験
で
突
き
止
め
た
。
L
字

形
の
容
器
か
ら
出
る
炎
に
よ
っ

て
風
が
せ
き
と
め
ら
れ
て
遅
く

火
災
怖

生
時
の
柚

そ
れ
葬

被
服
廠
献

が
し
た
」

る
。
篠
盾

気
づ
く
"

て
い
る
。

な
り
、
周
囲
を
吹

の
間
に
速
度
差
が

の
差
に
よ
っ
て
閣

奏
そ
れ
が
炎
を

災
旋
風
と
な
る
。

に
建
物
が
連
な
っ

な
ど
は
渦
が
で
き

注
意
だ
と
い
う
。

こ
の
時
の
風
の

し
た
と
こ
ろ
、
発

旋
風
に
引
き
込
ま

流
れ
が
で
き
て
、

が
で
き
る
こ
と
も

た
。
中
村
准
教
授

風
が
一
つ
で
き
ね

別
の
火
災
旋
風
が

能
性
が
あ
る
」
仁

1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災

で
は
、
全
体
で
1
0
0
個
以
上

の
火
災
旋
風
が
発
生
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
約
W
万
5
0
0

0
人
の
死
者
の
う
ち
、
約
9
割

が
火
災
で
亡
く
な
っ
た
が
、
う

ち
約
3
万
8
0
0
0
人
が
亡
く

な
っ
た
東
京
都
の
陸
軍
襖
服

う廠
跡
同
を
襲
っ
た
の
は
、
「
炎

を
含
ま
な
い
タ
イ
プ
の
火
災
旋

風
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
、

総
務
省
消
防
庁
消
防
研
究
セ
ン

タ
ー
の
篠
原
雅
彦
・
主
幹
研
究

官
(
火
災
科
学
)
は
言
っ
。

こ
の
タ
イ
プ
が
ど
ぅ
や
っ
て

発
生
す
る
の
か
は
、
ほ
と
ん
ど

分
か
っ
て
い
な
い
が
、
高
温
の

熱
風
に
物
や
人
を
巻
き
込
む
危

険
は
火
柱
タ
イ
プ
と
変
わ
ら
な

い
。
最
初
は
炎
を
含
ん
で
い
な

く
て
も
、
渦
が
火
災
現
場
を
通

被
服
廠
跡
3
万
Ⅷ
人
犠
軌

.
一
一

,
.

◆
゛

プ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
A
足

を
観
測
で
き
る
。
凹
李

ス
ー
バ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
コ

じ
旧
神
岡
鉱
山
内
に
あ
ス

観
1
 
「
か
ぐ
ら
9

R
A
)
」
で
、
数
年
後
丸

に
本
格
的
な
観
測
を
始

い
つ
か
、
宇
宙
初
飾

、
0

し力
波
を
「
か
ぐ
ら
」
で
卸

の
が
夢
だ
。

神
岡
は
今
、
世
界
を
Π

す
る
一
工
ー
ト
リ
ノ
廼

じ
め
、
物
理
学
の
多
懲

研
究
空
打
わ
れ
る
場
点

過
す
る
際
に
、
突
然
炎
を
含

む
タ
イ
プ
に
変
わ
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

篠
原
主
幹
研
究
官
は
「
火
柱

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
火
災
旋
風

だ
が
、
炎
の
な
い
火
災
旋
風
の

危
険
性
も
正
し
く
理
解
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
る
。

現
在
、
火
災
旋
風
の
発
生
が

強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
、

首
都
直
下
地
震
回
だ
。
都
内
に

は
江
東
区
北
部
や
墨
田
区
北
部

な
ど
木
造
家
屋
が
密
集
す
る
地

域
が
多
く
、
国
が
ま
と
め
た
報

告
害
に
も
「
火
災
旋
風
の
発
生

な
ど
に
よ
わ
、
大
の
人
的
被

害
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と

明
記
さ
れ
た
。
関
東
大
震
災
の

頃
と
比
べ
て
住
宅
は
燃
え
に
く

く
な
っ
た
も
の
の
、
火
災
旋
風

を
生
み
出
す
よ
う
な
大
規
模
火

災
は
十
分
に
起
導

発
生
条
件
が
分

災
旋
風
を
確
実
に
一

大
規
模
火
災
の
発

ぐ
し
か
な
い
。
東

孝
明
准
教
授
(
都

「
未
然
に
大
規
模

に
は
、
木
造
家
屋

や
市
街
地
の
難
燃

進
め
る
必
要
が
婁

て
い
る
。

岬
セ
ミ
ナ
ー

解
す
る
カ
ギ
と
な
る
。

一
方
で
、
今
年
2
月
に
は
、

ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
が
存
在
を

予
言
し
て
い
た
重
力
波
を
米
チ

ー
ム
が
観
測
し
た
と
発
表
し

た
。
重
力
波
を
捉
え
る
こ
と
で
、



規
模
火
災
時
に
発
生
す
る
竜
巻
の

定
さ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地
な

組
み
を
解
明
す
る
研
究
が
始
ま
っ

禽
水
翔
太
朗
)

込
ん
で
移
動

大
な
火
柱

響
ま
ず

煙
を
巻
き

え
る
も
の

0
0愛

知
児

燃
焼
学
)

興
炎
を

た
。
中
村

形
の
容
器

ノ
ー
ル
を

さ
つ
け
な

炎
の
渦

さ
る
こ
と

に
。
 
L
字

爽
に
よ
っ

乳
て
遅
く

な
り
、
周
囲
を
吹
く
速
い
風
と

の
間
に
速
度
差
が
で
き
る
。
そ

の
差
に
よ
っ
て
風
の
渦
が
で

き
そ
れ
が
炎
を
取
り
込
み
火

災
旋
風
と
な
る
。
 
L
字
の
よ
う

に
建
物
が
連
な
っ
て
い
る
場
所

な
ど
は
渦
が
で
き
や
す
く
、
要

注
意
だ
と
い
う
。

こ
の
時
の
風
の
動
き
を
解
析

し
た
と
こ
ろ
、
発
生
し
た
火
災

旋
風
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な

流
れ
が
で
き
て
、
も
っ
一
つ
渦

が
で
き
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き

た
。
中
村
准
教
授
は
「
火
災
旋

風
が
一
つ
で
き
れ
ぱ
、
近
く
で

別
の
火
災
旋
風
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

P
Ⅷ
人
犠
牲

苦
味
の
進
化
論

炎
を
含

Σ
も
あ

御

員
浩

委
満

編
増

「
火
柱

ほ火
災
旋
風

尖
旋
風
の

解
し
て
ほ

大
恐
慌
さ
な
か
の
米
国
で
あ
る
。

昨
今
と
同
様
「
役
に
立
つ
」
研
究

が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
し
か
し
、
化
学
会
社
の
研
究

室
で
の
思
わ
ぬ
発
見
は
、
科
学
者
ら

の
好
奇
心
を
か
き
立
て
、
後
世
へ
と

続
く
基
礎
研
究
の
起
点
に
な
っ
た
。

1
9
3
2
年
1
月
の
米
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
紀
要
に
論
文
が
載
っ
て
い
る
。

「
先
貝
フ
エ
ニ
ル
チ
オ
尿
素
(
P

T
S
の
粉
末
が
、
室
内
に
毎
い
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
。
同
僚
の
ノ
ラ
ー

博
士
が
『
苦
い
』
と
訴
え
た
。
と
こ

ろ
が
、
著
者
に
は
何
の
味
も
し
な
か

つ
た
」

論
文
の
著
者
の
ア
ー
サ
ー
・
フ
ォ

ツ
ク
ス
博
士
は
不
思
議
に
思
い
、
周

囲
の
人
々
に
「
苦
い
?
苦
く
な
い

?
」
と
、
 
P
T
C
を
味
見
さ
せ
て
み

た
ら
し
い
。
大
学
な
ど
に
も
研
究
が

広
が
り
、
 
P
T
C
の
苦
さ
を
感
じ
る

か
否
か
は
遺
伝
で
決
ま
る
性
質
だ
と

分
か
る
。
こ
う
し
て
、
 
P
T
C
は
味

覚
研
究
の
分
野
で
最
も
よ
く
知
ら
れ

災
は
十
分
に
起
こ
わ
う
る
。

発
生
条
件
が
分
か
ら
な
い
火

災
旋
風
を
確
実
に
防
ぐ
に
は
、

大
規
模
火
災
の
発
生
自
体
を
防

ぐ
し
か
な
い
。
東
京
大
の
加
藤

孝
明
准
教
授
(
都
市
防
災
)

「
未
然
に
大
規
模
火
災
を
防
ぐ

に
は
、
木
造
家
屋
の
密
集
解
消

や
市
街
地
の
難
燃
化
を
急
い
で

進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
話
し

て
い
る
。

る
物
質
の
一
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
。

幻
世
紀
に
入
り
、
味
覚
の
仕
組
み

は
分
子
レ
ベ
ル
で
の
解
明
が
進
ん

だ
。
苦
味
を
検
知
す
る
セ
ン
サ
ー
役

の
た
ん
ぱ
く
質
(
受
容
体
)
は
、
ヒ

ト
で
は
約
部
種
類
あ
わ
、
計
1
0
0

0
種
類
以
上
も
の
苦
味
物
質
を
検
知

で
き
る
と
い
う
。
そ
の
信
号
が
舌
か

ら
脳
に
伝
わ
っ
て
「
こ
の
物
質
は
苦

い
」
と
認
識
さ
れ
る
。

フ
ォ
ッ
ク
ス
さ
ん
が
抱
い
た
謎
も

解
明
さ
れ
た
。
部
種
類
の
う
ち
「
T

2
R
認
」
と
い
う
受
容
体
は
、
主
に

2
タ
イ
プ
の
遺
伝
子
が
あ
る
。
一
つ

は
P
T
C
を
「
苦
い
」
と
感
じ
、
も

う
一
方
は
感
じ
な
い
の
だ
。

T
2
R
認
は
、
ヒ
ト
以
外
の
霊
長

類
に
も
あ
る
。
京
都
大
霊
長
類
靭
暁

所
(
愛
知
県
犬
山
市
)
の
今
井
風
地

准
教
授
ら
が
全
国
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を

調
べ
た
結
果
即
タ
イ
プ
の
遺
伝
子

が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
退
化

し
て
働
か
な
く
な
っ
た
タ
イ
プ
の
T

2
R
認
が
、
な
ぜ
か
紀
伊
半
島
の
集

団
だ
け
に
広
が
っ
て
い
た
。

今
井
さ
ん
ら
は
「
紀
伊
は
小
型
み

か
ん
『
タ
チ
バ
ナ
』
の
原
産
地
で
す
」

と
想
像
を
巡
ら
せ
る
。
大
根
や
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
ア
プ
ラ
ナ
科
の
野
菜
そ

し
て
か
ん
き
つ
類
に
は
、
 
P
T
C
と

同
じ
よ
う
に
T
2
R
認
で
検
知
さ
れ

W
発
生
が

々
の
が
、

都
内
に

リ

出
区
北
部

果
す
る
地

と
め
た
報

嵐
の
発
生

W
人
的
被

め
る
」
と

入
震
災
の

鰹
え
に
く

火
災
旋
風

入
規
模
火

る
苦
味
物
質
が
含
ま
れ
る
の
だ
。
「
そ

れ
を
苦
く
感
じ
な
い
サ
ル
の
方
が
、

こ
こ
で
は
栄
養
を
得
や
す
く
、
有
利

だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

火
災
旋
風
は
頻
繁
に
起
こ
る
現
象
で
は
な
く
、
発

生
時
の
倩
報
が
少
な
い
た
め
、
不
明
な
点
が
多
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
過
去
の
証
言
が
重
要
に
な
る
。
陸
軍

「
§
音

被
服
廠
跡
で
は
、
火
災
旋
風
が
襲
っ
た
畷

が
し
た
」
「
空
が
暗
く
な
っ
た
」
と
い
う
証
言
が
あ

る
。
篠
原
主
幹
研
究
官
は
「
火
災
旋
風
に
い
ち
早
く

気
づ
く
た
め
に
役
立
つ
、
貴
重
な
証
言
だ
」
と
話
し

て
い
る
。

苦
眛
の
感
覚
は
、
有
害
な
物
質
を

検
知
し
、
食
べ
ず
に
吐
き
出
さ
せ
る

作
用
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
人
類
が
ア
フ
り
力
か
ら
新
天
地

へ
と
拡
大
し
て
い
く
時
も
、
未
知
の

植
物
に
出
会
っ
て
は
「
毒
味
」
に
挑

ん
だ
の
だ
そ
っ
。
植
物
に
含
ま
れ
る

様
々
な
毒
物
を
[
苦
い
」
と
感
じ
ら

れ
る
こ
と
は
、
生
き
延
ぴ
る
の
に
大

事
な
能
力
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

「
絶
対
避
け
ね
ぱ
な
ら
な
い
物
質

に
対
し
て
は
、
苦
味
の
感
度
が
上
が

る
方
向
に
進
化
し
ま
す
。
 
T
2
R
認

の
場
貪
苦
さ
を
感
じ
な
い
人
も
い

る
の
は
、
食
べ
て
も
あ
ま
め
害
の
な

い
物
質
を
検
知
し
て
い
る
受
容
体
だ

か
ら
な
の
で
し
ょ
一
つ
」
と
、
農
研
機

構
食
品
研
究
部
門
(
茨
城
県
つ
く
ぱ

く
き
,
代

市
)
の
氏
下
部
裕
子
・
感
覚
機
能
解

析
ユ
ニ
ッ
ト
長
は
推
測
す
る
。

人
間
の
味
覚
は
複
雑
だ
。
苦
味
は

単
な
る
毒
物
の
目
印
で
な
く
、
様
々

し
こ
う

な
噛
好
品
や
料
理
の
お
い
し
さ
を
も

作
っ
て
い
る
。
日
下
部
さ
ん
は
「
最

初
は
『
こ
の
眛
が
わ
か
る
と
大
人
だ

ね
』
な
ど
と
言
わ
れ
て
食
べ
、
そ
れ

で
特
に
体
調
が
悪
く
な
ら
な
け
れ
ぱ

『
安
全
だ
』
と
わ
か
る
。
香
り
や
そ

の
場
の
雰
囲
気
も
含
め
、
食
べ
る
た

ぴ
に
体
全
体
で
感
じ
た
こ
と
が
積
み

重
な
り
、
そ
の
苦
味
が
心
地
よ
く
な

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

こ
と
に
、
苦
味
受
容
体
は
近

年
、
腸
や
呼
吸
器
な
ど
の
細
胞
か
ら

も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
鼻
の
中
で
は
、

細
菌
か
ら
分
泌
さ
れ
る
物
質
な
ど
を

苦
昧
受
容
体
が
検
知
し
、
免
疫
の
働

き
を
促
し
て
い
る
と
の
説
も
あ
る
。

長
い
進
化
の
道
の
り
を
経
た
人
体
の

仕
組
み
は
、
な
ん
と
巧
妙
な
こ
と
か
。

探
究
が
進
む
と
ま
た
謎
が
増
え
る
と

こ
ろ
に
、
科
学
の
面
白
さ
が
あ
る
。

プ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
合
体
な
ど

を
観
測
で
き
る
。
日
本
で
も
、

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
と
同

じ
旧
神
岡
鉱
山
内
に
あ
る
大
型

観
測
装
置
「
か
ぐ
ら
(
K
A
G

こ
で
、
 
R
A
)
」
で
、
数
年
後
を
め
ど

に
本
格
的
な
観
測
を
始
め
た

い
つ
か
、
宇
宙
初
期
の
重

、
0

し力
波
を
「
か
ぐ
ら
」
で
捉
え
る

の
が
夢
だ
。

神
岡
は
今
、
世
界
を
り
ー
ド

す
る
ニ
ユ
ー
ト
リ
ノ
研
究
を
は

じ
め
、
物
理
学
の
多
様
な
基
礎

研
究
が
行
わ
れ
る
場
と
な
っ
て

い
る
。
(
Ⅱ
月
舗
日
開
催
)

◇

全
国
の
国
立
大
が
研
究
の
最

前
線
を
紹
介
す
る
月
1
回
の
公

開
講
座
。
炊
回
は
n
月
Ⅱ
日
午

後
2
時
半
か
ら
、
東
京
都
千
代

田
区
の
京
都
大
東
京
オ
フ
ィ
ス

で
開
催
す
る
。
参
加
申
し
込
み

は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
(
黒
目
一
之
名
廻
ヨ
.
乏
0
一
Φ

=
.
0
邑
功
Φ
ヨ
冒
習
.
拝
ヨ
一
)

ヘ
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号
第
1
日
曜
日
掲
戯
。
べ
一
τ
プ
ン

記
者
が
挫
す
る
科
学
エ
ッ
セ

ー
で
す
。
次
回
琴
月
で
す
。
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号
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W
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ま
し
た
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藤原賞の候補者募集

藤原科学財団(進藤清貴理事長)は、
第認回藤原 候者を募集して

る。科学技術の発展に卓越した貢献
た研究者に贈し るで、毎年2件(
各1000万円) を選ぷ。

の用紙に必要事項を応募は、所定

入し、同財団(〒104・0061 東京都中

銀座3の7の12、王子不動産銀

し)に送る。締め切りは2016年12
゛

P必着。主興論文のりスト(10編

内)と、 3編以内の生要論文の別刷り
(コピーでも可)を同封する。応募に

は所属する組織・機関の長か、それに

当る学識者の推薦が必要となる。
選考は、①数学・物理②化学③工

生物・農学⑤医学^に分けて
ノ

い、選考委員会(広川信隆委員長)

17年5月に受者を決定する。贈呈
は6月16日に開く。応募書類は同財団
ホームページ(h比P:ガWWW.fujlzai.0τ.

ル)から入手できる。問い合わせは同
財団(金鳴・3561・フ736)ヘ。

ITと製薬テーマに

最先端の情報技術と製薬分野の結ぴ
つきを紹介するシンポジウム「1Tと

創薬の融合~ビッグデータとスーバー

コンピューティングで生命現象を解く

~」(日本学術会議など主催)が、来

年1月13白午後1時から日本学術会議
(東京都港区 )の講堂で開催される。

創薬最前線を らが紹介する。参研究者

加は無料で事 も不要。前登録

綴音と共に襲う?

^^
^^

敷地に、約4万人の人々が殺到したが、火災旋風が相炊いで発生
し、約3万8000人が死亡したとされる。この時の目撃情報によれ
ぱ、火災旋風は20分ほどとどまったとされ、直径30阜ンの樹木が折
れ、焼死した人だけでなく、飛んできた物が当たって亡くなった
人もいたという。

、

回募非,きR .0
2013年、都心南部直下

で死悪最 2万3000人

をまとめた0火災1'L杏

機器からの出火防気電

試と している。

は

0
^

^

^//

_ 1、 4 {_ 1

年以内に70%の確率で起こるとされる、マ
の地震。政府の中央防災会識の作業部会は

源とする地震が冬の夕方に起これぱ、
焼失する建物は約41万棟に達するとの報
よる死者は約1万6000人と想定されたが、
止や初期消火で、約800人にまで減らせる
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